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(57)【要約】
体温測定デバイスは、体温を連続的に測定し、ＲＦ送信
器（１４）を介して測定値を表示ユニット（３０）に送
信するユニット（２）を含む。表示ユニット（３０）は
、ＲＦ受信器（３７）、プロセッサ（３３）、及び温度
を示すディスプレイ（３５）を含む。表示ユニット（３
０）は、温度が定められたしきい値を上回った場合に警
報を作動させるしきい値調節可能警報回路を含む。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  温度測定装置であって、

  皮膚の温度に関連する信号を提供するように構成された第１温度センサと、

  室温に関連する信号を提供するように構成された第２温度センサと、

  前記第１温度センサと前記第２温度センサとの間に配置される絶縁性バリヤと

、

  前記第１及び第２温度センサと通信し、前記第１及び第２温度センサによって

提供される信号に少なくとも基づいて体温を計算するように構成された処理ユニ

ットと、

  を含む、温度測定装置。

    【請求項２】  可撓性プリント回路基板を更に含み、前記処理ユニットが前

記プリント回路基板上に配置される、請求項１記載の装置。

    【請求項３】  前記第１温度センサ及び前記第２温度センサが前記プリント

回路基板上に配置される、請求項２記載の装置。

    【請求項４】  前記プリント回路基板が前記熱絶縁層内に埋め込まれている

、請求項２記載の装置。

    【請求項５】  前記処理ユニットが、前記第２温度センサからの複数の読み

取り値を記憶するように構成された、請求項１記載の装置。

    【請求項６】  前記処理ユニットが更に、少なくとも、前記第１温度センサ

からの読み取り値と、前記第１温度センサからの前記読み取り値の前に得られた

前記第２温度センサからの読み取り値に基づいて前記体温を計算するように構成

された、請求項１記載の装置。

    【請求項７】  前記処理ユニットが、ルックアップテーブルに記憶された経

験データを少なくとも照会することによって体温を計算するように構成された、

請求項１記載の装置。

    【請求項８】  前記体温が口内温度である、請求項１記載の装置。

    【請求項９】  前記体温が直腸温度である、請求項１記載の装置。

    【請求項１０】  前記第１温度センサ及び前記第２温度センサがサーミスタ

である、請求項１記載の装置。
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    【請求項１１】  温度データを送信するように構成された送信器と、前記温

度データを受け取って体温を表示するように構成されたモニタリングユニットと

を更に含み、前記体温が前記温度データに関連する、請求項１記載の装置。

    【請求項１２】  前記温度データが前記体温である、請求項１１記載の装置

。

    【請求項１３】  前記送信器が、前記温度データを前記モニタリングユニッ

トに直接送信するように構成された、請求項１１記載の装置。

    【請求項１４】  前記モニタリングユニットが温度しきい値警報を含む、請

求項１１記載の装置。

    【請求項１５】  前記処理ユニットが前記モニタリングユニット内に配置さ

れた、請求項１１記載の装置。

    【請求項１６】  前記送信器によって送信された前記温度データを受け取り

、前記温度データを前記モニタリングユニットに再送信するように構成された中

間受信及び送信ユニットを更に含む、請求項１１記載の装置。

    【請求項１７】  前記処理ユニットが前記中間受信及び送信ユニット内に配

置された、請求項１６記載の装置。

    【請求項１８】  前記中間受信及び送信ユニットがマイクロホンを含み、前

記マイクロホンによって得られたオーディオ信号を前記モニタリングユニットに

送信するように構成された、請求項１６記載の装置。

    【請求項１９】  前記モニタリングユニットがスピーカーを含み、前記中間

受信及び送信ユニットから受け取ったオーディオ信号を、前記スピーカーを介し

て再生するように構成された、請求項１８記載の装置。

    【請求項２０】  体温の計算方法であって、

  皮膚の温度を測定するステップと、

  室温を測定するステップと、

  ルックアップテーブルに記憶された経験データを用いて、少なくとも前記皮膚

の温度及び前記室温を体温に相関させるステップと、

  を含む、体温の計算方法。

    【請求項２１】  室温の変化が体温との相関関係に更に含まれる、請求項２
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０記載の方法。

    【請求項２２】  体温測定装置であって、

  患者の皮膚に接触して前記患者に取り付けられるように構成されており、絶縁

性材料を含む前記感知ユニットと、

  前記感知ユニット内に配置され、前記患者の皮膚と熱接触する第１温度センサ

であって、前記皮膚の表面の温度に関連する信号を提供するように構成された前

記第１温度センサと、

  前記感知ユニット内に配置され、前記患者の前記皮膚から絶縁された第２温度

センサであって、前記皮膚を取り巻く大気の温度に関連する信号を提供するよう

に構成された前記第２温度センサと、

  少なくとも、前記第１温度センサによって提供される前記信号と、前記第２温

度センサによって提供される前記信号に基づいて、前記患者の体温を決定するよ

うに構成された処理ユニットと、

  を含む、体温測定装置。

    【請求項２３】  前記感知ユニットが、前記患者の腕の周りに取り付けられ

るように構成されたバンドの形状である、請求項２２記載の装置。

    【請求項２４】  前記処理ユニットが前記感知ユニット内に配置されている

、請求項２２記載の装置。

    【請求項２５】  体温測定装置であって、

  患者の腕の周りに取り付けられるように構成され、絶縁性材料を含むバンドと

、

  前記バンドの内側表面に配置され、前記腕の表面と熱接触する第１のサーミス

タと、

  前記バンドの外側表面に配置され、前記バンドを取り巻く大気の温度に関連す

る信号を提供するように構成された第２のサーミスタと、

  少なくとも、前記第１温度センサによって提供される前記信号と、前記第２温

度センサによって提供される前記信号に基づいて、前記患者の体温を決定するよ

うに構成された処理ユニットと、

  を含む、体温測定装置。
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    【請求項２６】  前記バンドが前記処理ユニットを含む、請求項２５記載の

装置。

    【請求項２７】  前記処理ユニットが前記バンドに組み込まれている、請求

項２５記載の装置。

    【請求項２８】  前記処理ユニットが前記バンドから分離している、請求項

２５記載の装置。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

  本発明は体温計に関し、より詳細には、口内温度又は直腸温度を計算する皮膚

用体温計に関する。この体温計は、遠隔地で温度を表示し、温度が所定のしきい

値を上回った場合に警報を発するように、ＲＦ送信器／受信器システムに接続さ

れている。

【０００２】

  種々の体温測定デバイスが公知である。温度を連続的に測定するデバイスもあ

る。米国特許第４，５０９，５３３号、第４，３３３，４７７号、第４，２３２

，６８４号、及び第４，０３０，４８３号は、皮膚用体温計を記載しているが、

開示されたこれらの体温計は温度範囲によって色が変わる液晶を用いている。従

来技術は、体温（口内及び直腸の温度）を正確に読み取り、計算する方法を提案

していない。また、従来技術は、熱が一定のしきい値を上回った場合の遠隔読み

取り及び遠隔警報システムのための解決法を提供していない。

【０００３】

  本発明の第１の目的は、皮膚の温度を正確かつ連続的に測定し、体温を正確に

計算するための解決法を提供することである。温度測定デバイスは、好ましくは

２つのサーミスタを含む。第１のサーミスタは皮膚に取り付けられ、周囲から熱

絶縁されている。もう一方のサーミスタは皮膚から熱絶縁されており、室温を測

定する。プロセッサ内のルックアップ相関テーブルは、室温を考慮しながら温度

の読み取り値を口内温度又は直腸温度に相関させる。

【０００４】

  本発明のもう１つの目的は、ワイヤレス通信回線を介して温度の遠隔読み取り

を提供し、温度が所定のしきい値を上回ると警報を発する又は作動させることで

ある。

【０００５】

  図１は、身体に取り付けられる皮膚温度測定デバイスの部分の一般構成を示し

ている。好適な実施の形態によると、このユニット２は手首の形状を有し、発泡

ポリウレタンのような熱伝導性が非常に低い軟質の材料からなる。このユニット
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は、コネクタ７を備えた可撓性の電子基板１を組み込んでおり、コネクタ７は、

ユニットが閉じられるとユニットをオンにする。２つのサーミスタ３、５が電子

基板に取り付けられている。サーミスタ３は皮膚側に向いており、ポリウレタン

によって室温から熱絶縁された状態で皮膚に取り付けられる。サーミスタ５は手

首から離れる方向に向いており、皮膚を取り巻く即時の周囲温度を測定するため

に皮膚から熱絶縁されている。また、可撓性プリント基板１は、基板自体にプリ

ントされたＲＦアンテナを有する。ユニットを衛生的に清潔に保つため、軟質の

使い捨てパッドをユニットの内側に取り付けることができる。

【０００６】

  図２は、皮膚に取り付けられるデバイスの電子ユニット１９の概略的な回路図

を示している。マイクロプロセッサ又は処理ユニット１０は、エプソン社（日本

）製造の６２００シリーズのように、好ましくは２つの抵抗－周波数変換器を含

む。サーミスタ３及び５にそれぞれ対応する２つのサーミスタ１２及び１３が、

好ましくはマイクロプロセッサに直接接続されている。サーミスタ１２は皮膚の

温度を連続的に測定するものであり、周囲温度から熱絶縁されている。サーミス

タ１３は周囲温度を連続的に測定するものであり、皮膚から熱絶縁されている。

マイクロプロセッサ１０はこれらのサーミスタの値を連続的に読み取り、皮膚の

温度及び周囲温度を考慮しながら口内の体温又は直腸の体温を計算する。サーミ

スタ１２の周囲温度からの絶縁及びデバイスの熱質量のため、周囲温度の変化と

サーミスタ１２によるこの変化の感知との間には一般に遅延が生じる。この遅延

の長さは測定されており、最長で３０分になりうる。測定精度を向上させるため

、マイクロプロセッサはサーミスタ１３によって測定された周囲温度の変化を記

憶し、体温を計算しながら周囲温度の変化、即ち周囲温度測定値の履歴を考慮す

る。ＥＥＰＲＯＭ１７は、体温対皮膚温度、周囲温度、及び周囲温度の経時変化

の経験データから取り出されたルックアップテーブルを含む。マイクロプロセッ

サ１０は、測定パラメータに基づいた体温の計算にルックアップテーブルを用い

る。体温の計算方法を図５に示す。計算された体温は、送信器１４（図２）及び

プリントアンテナ１５を介して遠隔回路に送信される。このユニットは電池１６

によって駆動され、電池１６は、安定した電圧を有し寿命の長いリチウム電池が
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好ましい。このバッテリ式電源は、コネクタ１８を介して回路に接続される。

【０００７】

  図３は、好適な実施の形態の装置に組み込まれた中間送信器／受信器ユニット

２８の概略的な電子図である。中間ユニット２８は、温度が測定される患者の近

くに配置されることが好ましい。中間ユニットは、データを中間ユニットに送信

する測定ユニットの電力を節約するために用いられる。（図２に示される）皮膚

温度測定ユニットから送信されたデータは、アンテナ２６及び受信器２０を介し

て受け取られる。受信器２０は、バッファ２１を介して送信器２２及びアンテナ

２３に接続されており、これらはデータを（図４に示される）表示及びモニタリ

ングユニットに送信する。また、中間ユニット２８は、声のデータを集めて送信

するためにマイクロホン２５及び増幅器２４を含むこともでき、この場合、この

システムを「ベビーモニタ」として作動させることもできる。受信器２０、バッ

ファ２１、送信器２２、増幅器２４、及びマイクロホン２５などの電子構成要素

は全て、ベビーモニタリングデバイスに用いられる標準の電子構成要素であり、

当業者には公知である。

【０００８】

  図４は、表示及びモニタリングユニット３０の電子概略図である。ユニット３

０は、体温データ及び声のデータを（図３に示される）中間ユニットからアンテ

ナ３１及び受信器３７を介して受け取る。受信器３７は、バッファ３２を介して

マイクロプロセッサ３３に接続されている。マイクロプロセッサ３３はデータを

処理して温度を液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）に表示し、また、声のデータの場合

はスピーカー３６を作動させる。２つの瞬時押しボタン３４が、警報に必要とさ

れる温度のレベルを調節するためにマイクロプロセッサ３３に接続されている。

温度測定値が警報レベルを上回った場合、警報がスピーカー３６を介して発せら

れる。ＬＣＤ３５は、患者の体温と警報のしきい値レベルを連続的に表示するこ

とが好ましい。

【０００９】

  １つの他の実施の形態では、温度を計算するマイクロプロセッサ又は処理ユニ

ット１０を、中間送信器／受信器ユニット２８又はモニタリングユニット３０に



(9) 特表２００３－５０３６９３

組み込むことができる。この場合、送信器１４はセンサ１２及び１３から得られ

た生データを送信することができる。

【００１０】

  １つの他の実施の形態では、データをモニタリングユニット３０に直接送信す

るように送信器１４を構成することができる。この場合、中間ユニット２８は不

要である。

【００１１】

  本発明は一定の好適な実施の形態に関して説明されたが、本明細書において述

べられた特徴及び利点の全てを提供するわけではない実施の形態を含む、当業者

に明白な他の実施の形態も本発明の請求の範囲内である。従って、本発明の請求

の範囲は後述の請求項によって定められる。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  好適な実施の形態の手首温度測定装置の図である。

    【図２】

  好適な実施の形態の測定ユニットの概略的な電子図である。

    【図３】

  好適な実施の形態の中間ユニットの概略的な電子図である。

    【図４】

  好適な実施の形態の遠隔表示及びモニタリングユニットの概略的な電子図であ

る。

    【図５】

  体温の計算方法を示す図である。
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【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】
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【国際調査報告】
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